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計測した。それぞれを MIB-1 index を含む病理学的所見と統計学的に比較検討した。 
【結果】病理組織診断は、Grade3 以上の高悪性度髄内腫瘍 5例、Grade2以下の低悪性度髄内腫瘍 12
例、海綿状血管腫を含む非腫瘍性病変 9例であった。腫瘍における FDG-PETの SULmaxおよび MET-PET


















standardized uptake value(SUVmax)の計測、FDG-PET においては SUVmax を除脂肪体重で補正した
SULmax の算出が行われた。その計測値は、MIB-1 indexを含む病理学的所見と統計学的に比較検討さ
れた。 
 結果としては、WHO Grade3以上の高悪性度髄内腫瘍が 5例、Grade2 以下の低悪性度髄内腫瘍が 12
例、海綿状血管腫を含む非腫瘍性病変が 9 例であり、腫瘍の FDG-PET の SULmax および MET-PET の
SUVmax 値は両者とも MIB-1 index と相関傾向が認められた。また、高悪性度腫瘍とそれ以外（低悪
性度腫瘍および非腫瘍性病変）では、良好な感度と特異度をもってカットオフ値が設定できたが、低
悪性度腫瘍と非腫瘍性病変との間には有意差は認められなかった。 
 PET/CT が脊髄髄内腫瘍の術前の病理学的悪性度の推測に有用であることは、生検などの侵襲的な検
査なしに脊髄髄内病変の治療戦略を立て、さらには、治療効果の判定にも使えることを意味する。脊
髄髄内病変の低侵襲治療に寄与する研究である。 
 
以上の研究結果は、PET/CT が脊髄髄内病変の質的診断を行ううえで、有用な検査になりうることを
示した重要な臨床研究である。よって本研究は、博士（医学）の学位を授与されるに値するものと判
定された。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
